
輝

熱

子

め

常

る

見

子

れ

ウ

のの桜桜のの
学 校

だより

庭庭
７月３日（

くこの子の

心に話をお

育ての励み

その中には

て、簡単に

子育ては、

に人生は修

子育ての仕

ことです。

直しを続け

どもが自分

ま

は

中

ます。見返

だれもがも

ソをついた

質問「怒り

質問「『暴力

質問「一度

質問「子ど

質問「ウソ

やめ

続々
№№№111999
土）ＰＴＡセミナーでは、

ために」で述べてきたことを

聴きいただいた上に、感想用

となったことをお書きいただ

、いくつか質問が寄せられて

思いを述べさせていただきた

やり直しはできません。しかし

復できると思わなくては、辛

方が間違っていると感じたな

すぐに、よい子育てができるよ

るかぎり、子育てはよりよい

の理想どおりでなくても、ほ

暴力や叱責は、速効性がありま

す。ダメージで言うことをきか

元気がなくなっていきます。本

に浸み込んでいくような親の愛

りを求めず、子どもを温かく

っとよくなりたいという向上

りするには、その背景（原因

出すと子どもを傷つける言葉ば

を使わない』は、今からでも

亀裂の入った親子関係を修復す

もの悪いところに目がいってし

をつくことが多くなってきまし

させるには、どうしたらよいで

キラリ輝くこの
春春秋秋ごごととにに匂匂ううななりり

平成２２年 屋 代

７ 月 ７ 日 小 学 校
はなもみじ連載「キラリ

話させていただきました。

紙の中には、これからの

いた方々もありました。

いましたので、感謝の気持ちを込

いと思います。

、いつでも、見直しはできます。

くなってしまいます。

らば、それを直していく努力をす

うになりませんが、課題を感じ、

ものに変わっていきます。また、

どほどに折り合いをつけましょう。

す。しかし、子どもの心を傷つけ

せているのですから、子どもの心

当に必要なのは、じっくりと心の

です。親の愛は、無償の愛といわ

見守り続けてあげてください。

心があります。悪いことをしたり、

）があるはず。最後の行動をしか

かりを投げつけてしまいます」

間に合いますか」

るにはどうしたらよいですか」

まいます。対処法は？」

た。自分から、よくないことを

しょうか」

子のために(10)



る前に、どうしてそうなったのか、子どもなりの言い分をよく聴いてあげる

ことです。大人は勝手な言い分と感じても、子どもは真剣です。

まずはそれを受けとめてあげて、大人の思いもわかりやすく

話します。どうすればよかったかも、一緒に考えます。押し付

けでなく、自分で決めるようにします。そして、次にうまくい

ったときに、それを認めてあげることです。褒め方のコツは、

行動を褒めることと、褒めるタイミングはその最中か直後が有効的です。

自分のことを理解しようとしてくれるという信頼が生まれると、ウソも減

るでしょうし、心の悩みを素直に話してくれるようになるでしょう。

子どもは大人に比べて経験が少なく、不安から、新しいことに取り組もう

としないことがあります。失敗もしやすくなります。そこで、見通しをもち

やすくすると、得体の知れぬ不安から解放され、情緒の安定がうまれます。

「一日の生活の流れを一定にする」「始めと終わりをはっきりさせておき、

その間のステップをわかりやすく提示する」「少しがんばればできるめあてに

向けて、決められた時間内で取り組む」等がよいでしょう。

どのように行動してよいか分からない子どもには、スケジュ

ールを絵や文章で伝えます。理解しやすいように、なるべく短

い言葉で話すことも効果的です。予定を変更しない、万一、変

更するなら予告をしてあげることも重要です。

しなければならないこと、してほしいことをわかりやすく

「構造化」して示していくように心がけましょう。

子どもにとって、学校は、ときとして厳しい場となります。悩み

苦しんでいるとき、「もっとがんばりなさい」「やればできるでしょ

う」と言われると、よけいに自分はだめだと思ってしまいます。

「今のあなたのままでいい」「今のあなたが素晴らしい」と心か

ら言ってあげ、抱きしめてあげるときも必要です。

質問「『見通しを持ちやすく』とは、具体的にどんなことですか」

質問「『心を支える』とは、どのようにすればよいのですか」

子どもがいるおかげで、親の人生は２倍、３倍になります。子育てをすることで、親は

育ちます。子どもの成長が、自分にとって何よりもうれしいことになっていきます。そう

やって、私たちも育ててもらいました。親になり、その恩をわが子に返していくのです。


